
グ ラ フ ァ イ ト 炭 素

構造解析高分子

測定原理

M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

オレフィンポリマーの組成・分子量分布評価技術

測定例　オレフィンポリマー・コンパウンド測定

吸着材との相互作用の違いで保持時間が異なる
吸着材にグラファイトを使用することでPEを効率よく選択的に吸着

高温 LC法は短時間で
各種オレフィンポリマーを分離可能

他法との比較
・高温 LC法は従来の TREF 法と比較して分離可能なエチレン含有量の範囲が広く、共晶化分離攪乱の
　影響が小さい特徴を有す
・TREF 法と比較した場合、測定時間は40%短縮

TREF法：Temperature Rising Elution Fractionation（昇温溶出分別法）

－ 高温LC法  －
オレフィンポリマー構造の組成・分子量分布の最新評価技術を紹介する。
高温 LC法は、従来の TREF法に比べ分離可能なエチレン含有量の範囲が広く、共晶化分離攪乱の
影響が小さいという特徴がある。また、TREF法より測定時間が40%短縮できた。
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分離方法 分離情報 定量
測定時間

◎　80分

△　24時間

△　8時間 +7時間

分離可能範囲 検出法 得られる情報

組成

組成，連鎖長，立体規則性など

○ 赤外（オンライン）

◎ NMR（分画物ごと）

備考

C2系ポリマーで共晶なし

共晶化、分離攪乱の危惧

分画物回収

○ 0 ～ 10,  60 ～ 100（エチレン含量，モル％）

△ 0 ～ 10,  80 ～ 100（エチレン含量，モル％）

×2分画（結晶部＆ゴム部）
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株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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